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■授業の目的と概要(Course purpose/outline)

政治は誰のために、何を目的に動いているのか。世界は36年前の「ベルリンの壁の崩壊」を機に核兵器を威嚇手段としてきた対立構造が和ら
ぎ、一時は協調ムードすら生まれた。だが、グローバル化や瞬時に諸情報が駆け巡る情報化社会がもたらした富の偏在と格差は、受入れ限度
を超えた難民の移動を引き起こし、相互不信を募らせた。３年前からのウクライナ侵攻に、自国（自分）第一主義のトランプ政権登場が決定
打となって、協調と民主主義の時代は、終わるかもしれない。誰も経験したことのない社会構造と国際情勢の激変は、日本政治にも重大な影
響を及ぼしている。政治の動きは日々の暮らし、個々の人生さえ左右する。無縁ではない、無関係ではいられない政治の在り方について、大
きな関心を持つことを促したい。

■授業形態・授業の方法(Class form)

授業形態(Class form) 講義

授業の方法(Class
method)

かつて経験した政治取材のエピソードも交えつつ、毎回パワーポイントや映像の資料を説明し、その場でレポー
ト課題を書いてもらう。それに基づいて意見交換し、政治に対して面白く、自らとの切実感も持って考える場と
する。

■各回のテーマとその内容(Each theme and its contents)

回数(Num) テーマ(Theme) 内容(Contents) メディア区分
(Media)

第1回 これからの講義と国際情勢
　この30数年来の国際情勢の激変を振り返りつつ、それが我が身に
も降りかかってくる繋がりを理解しながら、15回の講義内容を大ま
かに総覧する。

□

第2回 新たな時代に向かう日本政治の進路

　日本の政治は夏の参院選挙によって、自民・公明の与党が過半数
を割った。既に衆院で政権与党が過半数を下回り、熟議と政党間の
駆け引きが続く。自民党の長期政権下で封じられてきた法令や制度
の変化が始まりつつある。

□

第3回 揺らぎ、危うい民主主義の行方

　民主主義は政治を進めるうえで最高の理念、不可侵の原理だと信
じられてきた。が「民主的国家」は次々「専制主義的国家」に変貌
し、国内の中でも「専制」を支持する気運が高まる。国民同士の分
断と亀裂を前に、民主主義の行方は。

□

第4回 政治は他人に任せるのか
　投票率は年々低下し、特に若者層が低い。このままなら「シルバー
民主主義」に向かう。憲法改正を問う国民投票があるかもしれない。
無関心でいいのか。

□

第5回 代議制は民意を反映出来ているか

　日本国民の投票権は、敗戦まで男子のみだった。79年前に男女差
別がなくなり、今は18歳以上が持つ。だが、国民が願う具体的な政
策は、代議制を通して汲み上げられているだろうか。政治が機能不
全に陥っていないかを考える。

□

第6回 政治家はどんな仕事をしているか

　国政に関わる衆議院と参議院の議員はどんな活動をしているか。
県議会、市町村議会の議員、さらに知事や市町村長の仕事ぶりは？
政党の党首や幹事長とは？　そもそもなぜ政治家になりたいのだろ
うか。

□

第7回 首相や大臣とは
　どうしたら首相になれるか。学歴？家柄？人柄？資金力？…「国
を代表する首相」は国をどこまで左右するのか。講義担当者がかつ
て間近で見た歴代首相の素顔から探る。

□

第8回 政治とカネの関係とは

　戦後の日本は、自民党が政権を長期間担って、その総裁＝首相は、
派閥の力関係で決まってきた。さらに資金力が絡む。深い政治不信
を招いてきた政治を巡る巨額の贈収賄事件・金銭スキャンダルは、
なぜ後を絶たなかったのか。

□

第9回 政治家への陳情、働きかけは
　政治家は民意を託されて活動する。その政治家への頼みごとに、
ためらう必要はないはずだが、どこか後ろめたさが残る。まして政
治献金が必要となればどうか。

□



第10回 中国とは友好的に付き合えるか
　中国とは経済面で強く繋がりながら、軍事面は緊張が高まる。な
ぜか？　緊張緩和に途はあるのか？　台湾を取り巻く環境も考えつ
つ、過去の歴史を踏まえた日中関係に冷静な眼を養う。

□

第11回 韓国と北朝鮮との関係はなぜ難しいか
　日本は韓国と国民レベルの行き来は活発だが、時に慰安婦や徴用
工等の問題で対立状態に陥る。北朝鮮とは拉致問題も抱えて国交が
ない。過去の歴史と冷戦構造が今も影を落とす。

□

第12回 北方領土問題とは 　かつてはソ連、今はロシアが支配し続ける北方四島をめぐる経緯
を理解し、80年間未解決の問題について学ぶ。 □

第13回 沖縄の米軍基地問題は解決に向かうの
か

　なぜ米軍の世界最大の基地が沖縄に集中し、80年近くもあり続け
るのか。その歴史と現在の国際情勢から読み解く。 □

第14回 日本とアメリカとの関係について

　かつて日本の「守護神」であり、日本の経済発展を支えてきたア
メリカとの関係は、経済・軍事面で大きく変わろうとしている。特
にトランプ政権の登場によって、日本は国の在り方にまで影響が生
じつつある。

□

第15回 まとめ 　政治のことが少し分かり、関心が持てるようになったか、まとめ
てみる。 □

■授業時間外学習（予習・復習）の内容(Preparation/review details)

毎回の講義に先だって、資料をネットで送るので、読んで、疑問を持つこと（2時間程度）。 事後学習用には、参考になる課題を提示するの
で行うこと（2時間程度）。

■課題とフィードバックの方法(Assignments/feedback)

毎回の課題レポートについて、コメントを付して、返却する。

■授業の到達目標と評価基準(Course goals)

区分(Division) DP区分(DP division) 内容(DP contents)

知識・技能 ◆ 2019全学共通DP1 各国の政治体制および政党システムの違いとその意義について、自分
なりの視座に基づいた上で、自分の言葉で説明出来るか。

■成績評価(Evaluation method)

筆記試験(Written
exam)

実技試験(Practical
exam)

レポート試験(Report
exam)

授業内試験 (in-
class exam) その他(Other)

55% 45%

授業内試験等(具体的内容)(Specific contents)

　毎回の講義では、1人の主権者としての立場を問うレポート課題を出すので、講義時間内に記述し提出してもらう。これは出席確認も兼
ねる、必要字数に達しない場合は、出席扱いとしない場合がある。

■テキスト(Textbooks)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 2025年度版ニュース検定公式テキスト ｢時事力｣発
展編(1・2･準2級対応)＝毎日新聞出版 13978-4620907666

2

3

4

5

■参考図書(references books)

No.(No.) テキスト名など(Text name) ISBN(ISBN)

1 宇野重規著『民主主義とは何か』＝講談社現代新書 13978-4065212950

2 ジョージ・オーウェル著『一九八四年』(ハヤカワ文庫)

3



4

5


